
〇 語りと月琴「夢の花」 ほか 
〇 中国琵琶と舞．「夢の花に添えて」
〇 地歌舞「山姥」
〇 中国琵琶の独奏
〇 語りと舞と中国琵琶「雪」

<舞と語りと音楽と「たとへば君」>
2025 年2月9日(日)

〇 語りと月琴「たとへば君~四十年の恋歌」 
〇 中国琵琶の独奏
〇 地歌舞と語り「芦刈」
〇 地歌舞「火桶」
〇 舞と語りと中国琵琶「葵上」

演目

 <舞と語りと音楽と「夢の花」>
2025 年2月８日(土)

演目

出演　*　松川真澄 Matsukawa Masumi(語り)
　　　*　古澤侑峯 Furusawa Yuho(舞)
　　　*　長戸綾子 Nagato Ayako(月琴演奏)
　　　*　ジャンティン Jiang Ting(中国琵琶演奏)

〜お問合・申込み〜
サロン・ドゥ・ベルボア(松川事務所)　
電話・FAX     03-3396-6030
E-mail          <katarite_m@yahoo.co.jp> 
古澤侑峯 ホームページ
お問合せコーナー　<ufo-mai.jp> 
主催 サロン・ドゥ・ベルボア

出演　*　松川真澄 Matsukawa Masumi(語り)
　　　*　古澤侑峯 Furusawa Yuho(舞)
　　　*　長戸綾子 Nagato Ayako(月琴演奏)
　　　*　ジャンティン Jiang Ting(中国琵琶演奏)

2月8日(土)/2月9日(日) 両日とも 14 時開場 14 時半開演

会場　浅草公会堂 集会室側4階
(入口スロープに近いエレベーター)第 2 集会室
会費  両日とも 各 4000円



〜演目の紹介〜
                  

一日目

*  語りと月琴・「夢の花」ほか。
　獏不次男の詩集「秘密の小函」から。

*  中国琵琶と舞．「夢の花に添えて」
　今回のために創作した曲と舞。

*  地歌舞 ・ 「山姥」          
　人々に山の幸をもたらす女神。 

* 「中国琵琶の独奏」
　「陽春白雪」
     この曲は、まだ雪の残る大地に、春が訪れ、全ての命がまた力強く生まれてくる様子を表現した、
     中国の古い楽曲です。
    「薔薇の花』
     新疆ウイグル族の民謡から作られた曲です。原曲に付けられていた歌詞では、ある男の人から
     薔薇を贈られた女の子が、内心ではとても喜びながら、相手をからかって見せる、という微笑ま
     しい内容になっています。

*  地歌舞 ・ 「雪」
　語りと中国琵琶の演奏で舞う。

出演者・ 略歴

松川真澄 　まつかわ ますみ
俳優、劇的朗読家 松川事務所代表、朗読サロンーことばのへやー主宰。 
神奈川県鎌倉市生まれ。東京女子大学文理学部日本文学科卒業。 

「相棒13」などのドラマ出演や「ソーイング・ビー」「ゆるキャン」「ニ ンジャラ」など洋
画やアニメの吹き替え。NHK 朝ドラでの秋田ことば指導な ど。
2013~2015 年両国シアターカイにてオニール一幕劇連続主演公演。

古澤 侑峯 　ふるさわ ゆうほう
地歌舞古澤流二代目家元。姫路城を中心に播州に伝えら六百余年の歴史を有する

「御殿儛 松本流」の手解きを受け、「御殿儛」及び「地歌舞」を修める。古典の発展
と普及に努めつつ、異ジャンルとの融合を試みた実験的活動を重ね、舞踊・芝居等
の振付/演出/制作を手掛ける。 神仏奉納舞及び海外公演多数。大阪芸術祭賞を受
賞。源氏物語54帖を舞にする「源氏舞」を制作。8年間で全巻を日本で、その他ポー
ランドのマルボルク城・ベルサイユのトリノンパレス等、海外公演の実績がある。
 
Jiang Ting     ジャンティン
中国、内モンゴル自治区生まれ。1992 年国立中央音楽院大学を最優秀で卒業、同
大学大学院で琵琶を専攻、 96 年全国コンクールで最優秀賞を受賞。 97 年に来日
し、99 年〜2000 年にかけて團伊玖磨作曲による琵琶とオーケストラの協奏曲 ≪
シルクロード・万里の長城≫のソリストとして各地で公演を行う。

長戸綾子　ながと あやこ
俳優(京楽座所属)
舞台「同じ龍の字」(ふじたあさや作・演出)のお龍役を務めた際、明治時代に製作さ
れた月琴を入手、同劇中や朗読劇「時のふるさと」で月琴の演奏を行う。

台東区立浅草公会堂 

〒111-0032 

東京都台東区浅草 1-38-6  TEL. 03-3844-7491

 

二日目 

*  語りと月琴 ・ 「四十年の恋歌 - たとえば君」
    河野裕子と永田和宏の間で交わさた夫婦の恋の世界。

* 「中国琵琶の独奏」     作曲 ： ジャンティン
   「思念』
　長く海外に暮らす寂しさと、故郷への慕情。
   「新疆の風』
　神秘に満ちたウイグル地方、そこに住むウイグル族の人たちは歌と踊りを愛する
     生まれながらの音楽家。
　憧れてきたその地に対する思いを琵琶の演奏で伝えます。

*  地歌舞 ・ 「芦刈」
    離れ離れになった夫婦を描く。語りと地歌舞。
 
*  地歌舞 ・ 「火桶」
    艶めくものの正体は、、、。 

*  中国琵琶と源氏舞「葵上」
    舞手は六条御息所の怨霊として登場、 舞台上の帯は床に臥せっている葵上を表しています。
＊地歌舞の楽曲は、名人の録音を使わせていただいております。

2月8日(土）  /  2月9日(日) 
両日とも 14 時開場 14 時半開演

会場　浅草公会堂 集会室側4階
第 2 集会室
(入口スロープに近いエレベータ
ーから) 

会費  両日とも 各 4000円

台東区立浅草公会堂
〒111-0032
東京都台東区浅草 1-38-6 
TEL. 03-3844-7491


